
令和２年第６回鹿角市議会定例会 一般質問 

 

 

□質問順位及び質問所要時間 
１２月７日（月）午前１０時～  １ 栗 山 尚 記 議員 （３０分） 

  ２ 児 玉 悦 朗 議員 （３０分） 

  ３ 浅 石 昌 敏 議員 （６０分） 

４ 安 保 誠一郎 議員 （３０分） 

１２月８日（火）午前１０時～ ５ 黒 澤 一 夫 議員 （３０分） 

６ 中 山 一 男 議員 （３０分） 

７ 田 口   裕 議員 （３０分） 

８ 戸 田 芳 孝 議員 （３０分） 

□質問時間割当表 

10:00    10:30    11:00  11:10        12:10        13:00   13:30 

１２月７日 

（月） 

栗山尚記 

(30 分) 

児玉悦朗 

（30 分） 

休

憩

10

分

間 

浅石昌敏 

(60 分) 
休 憩 

安保誠一郎 

(30 分) 
 

 

10:00    10:30    11:00  11:10     11:40     12:10 

１２月８日 

（火） 

黒澤一夫 

(30 分) 

中山一男 

（30 分） 

休

憩

10

分

間 

田口 裕 

(30 分) 

戸田芳孝 

（30 分） 
 

 



令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 栗山 尚記 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 新型コロナウイルス感染による
差別や誹謗中傷について 
（１）コロナ差別や誹謗中傷の防 

止対策について 
 
 
 
 

（２）保育・教育現場におけるコ 
ロナ差別や誹謗中傷への防 
止対策・指導について 

 
 
 
２ ウィズコロナ下における移住・
企業誘致について 
（１）ウィズコロナ下において変 

化する移住促進について 
 
 
 
（２）ウィズコロナ下における企 

業誘致について 

 
 
① 100％防ぐということは不可能なウイルス感染により、特に感染者が少ない地方都市においては、
絶対にあってはならない差別や誹謗中傷により深刻な人権侵害が起きやすい。これらを徹底的に防ぐ
ための強力な宣言や条例の制定などの対策が即急に必要だと思うが、現状や計画について伺う。併せ
て悪質な差別行為は法的な責任が問われる可能性があることも周知する必要があると思うが、これに
ついても伺う。 

 
① 大人より圧倒的に繊細で傷つきやすい子供達に対してのコロナ差別や誹謗中傷は、大人の責任で絶
対に防がなくてはいけない。ＳＮＳなどで不利益な情報が氾濫している中、デリケートかつ敏速な対
応が求められるが現状や計画を伺う。さらには、教職員の間違った言葉使いひとつにより、事態を悪
化させてしまう可能性も秘めているため、大人への正しい指導や共通理解も必要と思うが、これらに
ついても考えを伺う。 

 
 
 
① 新型コロナウイルス感染の世界的な広がりにより、特に人口集中都市部に暮らす人々の居住地に対
する考え方が大きく変化している。リモートワークの普及・地方回帰・二拠点居住など様々な変化が
起きているが、当市の移住促進政策も現状の施策に加え、これらに即時に対応していくことがさらに
多くの方々に鹿角に住んでいただくための大きなきっかけとなると考えるが、これらについて伺う。 

 
① 新型コロナウイルス感染の広がりにより、経済界のパワーバランスや就業形態も大きく変化し、今
後も大きく形を変えようとしている。リモートワークの活用やワーケーションの実施、サテライトオ
フィスの新設など、これまでごく一部にしか見られなかった動きが大きく広がっていく中、企業誘致
の戦略もこれらに対応する必要がある。さらには、若い世代の望む職業とのマッチングを図る上でも
逃してはいけないチャンスと思うが、これらについて伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 1 質問者 栗山 尚記 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

３ 教育環境について 

（１）学校統合について 

 

 

 

 

 

４ 医療体制の充実について 

（１）地域医療体制の充実につい 

  て 

 

① 少子化が急速に進む中、本市においてもここ数年の間に複数の学校統合が行われた。主役である子

供達の学びの環境も大きく変化している。通学環境・対人関係・生活リズム等々、様々な現場の状況

をしっかりと情報収集し掌握する必要がある。現場ではどのような問題が起きているのか、現場から

届いている声を伺う。また、来春実施される学校統合に際し、これまでの学校統合による問題をしっ

かりと分析し現場に生かす取組が必要と考えるが、どのように実行されるのか伺う。 

 

 

① 新型コロナウイルス感染症の世界的な蔓延により、人の命に対する医療環境の大切さが改めて注目

されている。市民アンケートにおいても行政に対し最も力を入れてほしい政策は、地域医療体制の充

実であった。分娩機能再開や不足する医師確保をはじめとした医療体制の充実に対する現状の取組と

成果を伺う。また、これらの解決には息の長い取組が必要なことは理解できるが、時の変化に対応し

た新たな取組や、現状打破に向けたさらに強力な戦略実施が必要と思うが、これらについても考えを

伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 2 質問者 児玉 悦朗 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 新型コロナウイルス感染症対策

について 

 

２ 人口減少対策について 

 

 

３ 農業政策について 

 

 

４ 医療関連について 

 

 

５ スポーツ少年団の指導員の状況

について 

 

６ マイナンバーカードの取得数と

取得への勧誘策について 

① 観光客受入時のコロナ対策はどのように行われているのか。また、他市や他県への移動は自粛した

ほうがよいのか、具体的に周知することはできないか伺う。 

 

① 本市における人口減少対策について、どのように自己評価をされているのか伺う。また、第 7次総

合計画の中で人口減少対策として特に重要と考えられる施策と目指すところを伺う。 

 

① 農家集団の共同経営は一つの選択肢だと思うが、本市の農業者数と耕作放棄地の状況と将来の予測

を伺う。また、大規模化を共同で進める農家の集団を企画できないか伺う。 

 

① 市民アンケートでは、医療への不安が 3年連続 1位となったことを踏まえ、市民の不安解消のため

の方策をどのように考えているのか伺う。 

 

① スポーツ少年団の指導員の配置状況はどのようになっているのか伺う。また、指導員の確保策につ

いてどのように考えているのか伺う。 

 

① 本市のマイナンバーカードの取得数と取得への勧誘策について伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 浅石 昌敏 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 婚活ツアーについて 

（１）本年度実施した「オータムバ

スツアー」について 

 

（２）婚活ツアーの回数について 

 

（３）市塾「恋愛指南塾」について 

 

 

２ 高齢者福祉施策について 

（１）高齢者の移動支援について 

 

 

（２）地域生き活きサロンについ 

  て 

 

（３）敬老会について 

 

 

３ 鹿角市プレミアム付商品券・飲

食券について 

（１）利用期間について 

 

（２）今後の商品券・飲食券の発行

について 

 

① 今回のツアーの反省点・成果等について伺う。 

 

 

① 婚活ツアーの年間の開催回数をさらに増やす考えはないか伺う。 

 

① イベントの企画・実施に当たり、具体的数字目標を持ち、強力的に「恋愛指南塾」と「婚活ツアー」

をセットにした婚活ツアーができないか伺う。 

 

 

① 高齢者福祉タクシー券の交付や高齢者のバス利用運賃助成制度の利用状況について伺う。また、高

齢者の社会参加を促すためにも、これらの制度について対象者等の拡充は考えられないか伺う。 

 

① 地域の高齢者同士の交流の場である「地域生き活きサロン」をさらに市内全域に広げる考えはない

か。 

 

① 来年度以降も感染症対策が必要になると思われ、参加者の送迎・会場内への参集人数や日程などの

課題はあると思われるが、敬老会はどのように開催していくのか伺う。 

 

 

 

① 令和 3年 1月 31 日までとなっている利用期間を延ばすことができないか伺う。 

 

① 新型コロナウイルス感染症が収束しない場合、再度プレミアム付商品券・飲食券の発行は行うのか

伺う。また、1月 31 日まで使用できなかった場合、無償で交換できるシステムができないか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 3 質問者 浅石 昌敏 質問所要時間 60 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

４ 鹿角市の農業について 
（１）市内の農地維持について 

 
 
（２）果樹農家の支援について 

 
 
５ 災害対策について 

（１）鹿角市洪水ハザードマップ 
 の周知について 

 
（２）避難所の対応について 

 
 
（３）水位表示塗装について 

 
 
（４）米代川の浚渫と堤防の強靭 

な造りの嵩上げについて 
 
（５）花輪浄水場の保護について 

 
 
６ ひきこもりの対応について 
（１）鹿角市のひきこもりについ 
  て 
 
（２）ひきこもりの今後の対応と 

対策について 

 
① 市内農家の離農が増え各農業法人が限界にきている昨今、農地の集約化・地主との交渉・法人間の
調整等、行政主導で農地維持に取り組めないか伺う。 

 
① 高齢化した果樹農家の樹園地を市内もしくは移住者等が継承できるよう、今まで以上の市の取組が
できないか伺う。 

 
 
① 全国での洪水ハザードマップの認知度が 6割程度とのことで、本市においても、自主防災組織・自
治会の協力を得て多くの市民に周知する必要を感じるが、市の考えを伺う。 

 
① 新型コロナウイルス感染症に対応できる避難所になっているのか伺う。また、感染者専用の避難所
は考えているか伺う。 

 
① 避難判断水位等が分かるよう、八幡平地区・十和田地区の橋への水位表示塗装を県に要望していた
だきたいが、市の考えを伺う。 

 
① 米代川の浚渫と堤防の強靭な造りの嵩上げについて、市としての考えを伺う。 
 
 
① 洪水になった場合、ＪＲ花輪線と米代川間が浸水し花輪浄水場が機能しなくなることから、花輪浄
水場を保護する必要があると感じるが市の考えを伺う。 

 
 
① ひきこもりについて、相談できない方もいると思われることから、市民等から情報が入った場合、
相談員が訪問して相談に応じることができないか、市の考えを伺う。 

 
① 各高齢者福祉施設と協定を結び、ひきこもりの方が一人になった場合に、宿泊ができる場所（生活
ができる場所）を用意できないか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 安保誠一郎 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 林業支援について 

 （１）都市部への販路開拓促進に 

ついて 

 

 

２ 企業支援について 

 （１）除雪業務委託について 

 

 

 

 （２）旧鹿角パークホテル再開支 

援について 

 

① 前回の一般質問で木材を使用した東京都葛飾区との交流について質問をしたところ、連携の可能性

を視野に入れながら協議の場において積極的に提案していくとのことであったが、その後何らかの進

展はあったのか伺う。 

 

 

① 前年度は記録的な少雪により、雪を生業とするスキー場だけでなく、除雪業者にとっても経営上厳

しい状況となった。現代の気候変動を考慮すると、今後も同じような事態が予想されるが、除雪業者

にとって少雪期でも一定の収入が確保できる契約になっているのか内容について伺う。 

 

① 地方自治法第 232 条の 2（寄附又は補助）では公益上の必要性を求めているが、今回の補助におけ

る公益性について伺う。 

 

② 市長は説明時「様々な方に声をかけた」とのことだが、それは地元企業の関係者なのか、また、合

意に至らなかった理由について伺う。 

 

③ 11 月 17 日の全員協議会によると今年 3 月に経営不安を把握していたとあるが、この時点で佐藤氏

への打診、または何らかの支援をしていれば廃業を防ぎ雇用も守れたのではないかと思うが、見解を

伺う。 

 

④ 説明では経済波及効果を年間約 5億 8,000 万円としているが、その根拠について伺う。また、これ

は廃業における市内経済の損失額と理解していいのか伺う。 

 

⑤ 佐藤氏が経営する会社はホテル経営のノウハウはないように思われるが、黒字化に向けた経営計画

は提示されているのか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 4 質問者 安保誠一郎 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 ⑥ 今回の補助金の名称は「中心市街地中核ホテル再生支援事業補助金」となっている。今後コロナ禍

で経営が困難な状況に追い込まれる同業者が出ないとも限らないが、その場合も適用されるのか。そ

の有効性について伺う。 

 

⑦ 現在、新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めがかからず非常事態とも言える状況にある中で、飲

食及び宿泊を主体業務とするホテルの早期再開は新型コロナウイルス感染の懸念要因となり得るこ

とから、再開を急ぐ必要はないと思うが見解を伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 黒澤 一夫 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 新型コロナウイルス感染拡大阻

止のための取組と経済対策につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ やさしい除雪計画及び取組につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 働く場の確保と企業誘致の取組

について 

① 全国への感染が拡大し、感染者の増加や、死亡者数も日々増えている。国・県もそれぞれ対応策を

講じているが、市民の感染防止のためこれまで以上の市独自の取組が必要である。そこで、現在どの

ような感染防止策を行っているか伺う。 

 

② 市内の医療施設でのＰＣＲ検査の実施は可能となっているのか。また、県では 1日当たり 300 件以

上の検査体制を整えるとしているが、現状について伺う。 

 

③ 国のＧｏＴｏトラベル等経済対策も実施されているが、11 月末で一部中止や見合わせといった現実

もあり、観光立市の本市にとっても大変厳しい状況である。宿泊業や飲食業関連の事業者への市独自

の支援策を講ずるべきと考えるが、このことについて伺う。 

 

① 今冬の除雪も、市民が安心して暮らせる道路が確保されるものと期待している。除雪ローダー等の

委託状況と業者の確保は万全か伺う。 

 

② 高齢者や女性の一人暮らしの方など、固い雪を家の間口へ残され大変だとの声もある。このことに

ついて、どのように対処を考えているのか伺う。 

 

③ 自治会ごとに高齢者や一人暮らしの方などを確認し、除雪時に配慮してもらうことなどできないか

伺う。 

 

① 若者の働く場所の確保が急務である。市の人口減少対策にもこの取組が重要であると考える。どの

ような企業誘致活動を展開しているのか伺う。 

 

② 鹿角工業団地の利用について、土地の売買のほか、リースによる活用も考えてはいかがかと思うが、

このことについて伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 5 質問者 黒澤 一夫 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

４ 農業の生産振興と鹿角特産品の

拡大充実への取組について 

① 県の米の新品種「サキホコレ」が 2022 年秋に市場デビューする予定となっている。本市の今後の

米作についてどのように考えているのか伺う。 

 

② 「淡雪こまち」の作付は現状のままでいいのか。支援策を講じて、面積・生産量の増大を図っては

いかがかと考えるが、このことについて伺う。 

 

③ 鹿角短角牛の生産拡大の基礎となる雌子牛の導入、繁殖母牛の飼育頭数の増頭が鹿角特産品の生産

拡大へとつながるものと考えるが、この取組について伺う。 

 

④ 「北限の桃」の生産量増大のための桃農家の確保と、労働力の確保のための支援は講じられている

のか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 中山 一男 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

１ 防災対策について 

 （１）避難情報の変更について 

 

 

 

 （２）防災拠点の整備について 

 

 

 

２ 少子化対策について 

 （１）結婚支援の充実について 

 

 

 

 

 （２）新婚生活への補助について 

 

 

 

３ 小中学校へのエアコン設置につ 

いて 

 （１）普通教室等空調設備設置事 

   業について 

 

① 国では、避難勧告を廃止して避難指示に一本化することを正式決定しているが、国の「災害対策基

本法」の改正案はいつから運用されるのか伺う。また、避難情報の改正点の概要と市民の方々への周

知はいつどのように行うのか伺う。 

 

① 地域防災計画においては、防災拠点施設の整備等に積極的に努めることになっているが、具体的な

整備は検討されているのか。市民はもとより、観光客等の安全な避難等を図るためにも、国の財政支

援を受けて、「道の駅かづの」を防災拠点として整備する考えはないか伺う。 

 

 

① 本市のここ2～3年の出生数と、その実態をどのように捉えているのか伺う。また、第7次総合計画前

期基本計画（案）の中に、取組方針6として「結婚の希望が叶うよう応援します」と、そして事業展開

の方向性として出会いの場の機会拡大と結婚支援の充実を掲げているが、具体的にどのような事業を

計画しているのか伺う。 

 

① 結婚新生活支援事業の現行の概要と、新年度からの改正点を伺う。また、国では現行2分の1の補助

率を3分の2に引き上げる方針であり、自治体への財政支援も手厚くなるが、本市では少子化対策の一

環としてこの事業に取り組む考えはあるのか伺う。 

 

 

 

① 学校再編整備の途中にあって、エアコン設置を計画より前倒しした理由を伺う。また、エアコン設

置の財源となる「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」の概要について伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 6 質問者 中山 一男 質問所要時間 30分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

 

 （２）エアコン設置に係る工事費 

等について 

 

 

 （３）ランニングコスト等につい 

   て 

 

 （４）エアコン設置事業者等につ 

   いて 

 

４ 高齢者の生活支援について 

 （１）高齢者世帯のエアコン設置 

   状況等の動向調査について 

 

 （２）エアコン設置等への支援に 

   ついて 

① 議案第113号として補正予算が上程されている。その中で小学校4校分の約1億3,000万円の工事費が

計上されているが、残りの中学校分の予算化の時期や工事費及び小中学校全体の工事完成までの日程

等について伺う。 

 

① 年間の電気料や点検、修繕等のコストはどれほどか伺う。また、電気料については、株式会社かづ

のパワーから電源の地産地消の意味からも安価に供給できるのか伺う。 

 

① コロナ禍において、一度に100教室以上の設置となるとエアコン台数の確保や地元業者のみでの対

応は可能なのか、また、期限に間に合うのかなど心配されるが大丈夫か伺う。 

 

 

① 本市の65歳以上のみの世帯は何世帯あるのか伺う。また、65歳以上のみの世帯を対象に「エアコン

設置状況等」の動向調査は行っているのか。さらに、未実施の場合は行う考えはあるのか伺う。 

 

① 動向調査を踏まえながら、65歳以上のみの高齢者世帯を対象に、エアコン購入費や電気代の支援助

成などを検討する考えはないか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 田口 裕 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 新型コロナウイルス感染者発生

に伴う鹿角の観光業への影響と取

組について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国立公園満喫プロジェクトの効

果について 

 

 

３ 八幡平温泉郷の活性化に向けた

取組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 入込客数の状況と影響をどのように捉えているのか。また、現在の取組状況とコロナ収束後を見据

えた今後の取組について伺う。 

 

② 県・市の新型コロナウイルス感染症に係る経済対策は、比較的規模が大きく高額な料金の宿泊施設

に効果が偏り、中小規模の宿泊施設にはあまり効果がなかったとの声を聞くが、どのように捉えて対

策を取っているのか。また、その効果はどのようになっているのか伺う。 

 

③ 湯瀬温泉、八幡平温泉郷、大湯温泉は市の財産・宝である。経営が継承されるよう状況に応じた支

援が必要と思うが、どのように考えているか伺う。 

 

① 十和田八幡平国立公園満喫プロジェクトにより取り組んでいる事業・内容はどのようなものがある

のか。また、プロジェクトの指定を受けたことにより、どのような効果が出ているのか。さらに、今

後どのように取り組んでいくのか伺う。 

 

① 観光客がこの 10 年間で 64％と大幅に減少しており、これまでの対策の効果が出ていないが、どの

ように検証をしているのか。また、活性化に向けた取組を強化すべきと思うが考えを伺う。 

 

② 八幡平は百名山の中でも駐車場から歩いて 15 分、スニーカーでも頂上に立てる山として「ドラゴ

ンアイ」や最近のトレッキング、ツーリングのブームもあり人気が急上昇しているが、その多くが岩

手県側からの入込客である。国立公園を共有する八幡平市・仙北市との連携を強め、観光客を秋田県

側に周遊させる取組を強化すべきであるが考えを伺う。 

 

③ 国立公園の玄関口に廃業したホテルや営業していない県の八幡平オートキャンプパーク、市の八幡

平ガーデンハイツなど、景観上寂しい状態となっている。何らかの対応をすべきと考えるが、現状の

認識と取組について伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 7 質問者 田口 裕 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

４ 湯の駅おおゆと大湯温泉の活性

化について 

① 大湯地区の観光客数は 10 年前の水準にとどまっている。観光地の人気度ランキングで上位にある

奥入瀬渓流には今年のコロナ禍にあっても多くの人出があり、そのほとんどが青森県側の周遊となっ

ている。もっと秋田県側に呼び込む戦略や取組ができないか伺う。 

 

② 大湯地区活性化の目玉施設として建設した湯の駅おおゆであるが、設置場所や運営形態、多額の金

額を投入したことの効果や地域への波及効果など、現状をどのように検証しているのか。また、利用

者の増加に向け、積極的に進めていただきたいが考えを伺う。 

 

③ 朝市の出品者が少なく、多くの道の駅で主力となっている地元農産物の出品数や品質に課題がある

と思われる。地元の市民との密着度が少なく、当初の構想から乖離してきている。道の駅活性化のポ

イントは地元の方とどれだけつながり、支持を得られるかにかかっているが、現在の状況と今後の取

組について伺う。 

 

④ 現在、十和田湖和井内地区に建設中の道の駅が完成すると、湯の駅おおゆへの影響が大きくなると

予想される。今から影響を想定した対策が必要と考えるが、どのように取り組んでいくのか伺う。 
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令和２年第６回鹿角市議会定例会一般質問 
 

 

 
順位 8 質問者 戸田 芳孝 質問所要時間 30 分 

 
 

質 問 事 項 質  問  要  旨 
 

１ 第 7 次総合計画について 

(１) 第 6 次総合計画の検証につい 

  て 

 

(２) 第 7 次総合計画の策定につい 

  て 

 

 

 

 

 

 

 

２ 大湯地区住民の生活利便性の確

保に向けた「スーパーマーケット

誘致」について 

 

３ 学校でのいじめ・不登校問題に

ついて 

 

 

① 現行の第 6次総合計画について、基本目標ごとに現時点での成果と評価及び課題を伺う。 

 

 

① 今後の本市のまちづくりについて、どのような方向を見据えているのか。また、次期「第 7次総合

計画」を策定するに当たり、どのような視点を盛り込むのか伺う。 

 

② 次期総合計画と他の計画との関連性について伺う。 

（ア）「鹿角市まち・ひと・しごと創生総合戦略」や各分野の「個別計画」との連携について 

（イ）計画を分かりやすく伝えるために「総合計画」と「総合戦略」を統合させ、一体化（一冊）する

ことについて  

（ウ）現行の分野別・個別計画の整備（見直し）について 

 

① 大湯地区におけるスーパーや小売店の撤退・閉店は、地域住民の生活に大きな影響を及ぼしている。

住民の生活利便性を確保するために、政策的にスーパーマーケットの誘致を検討できないか伺う。 

 

 

① いじめは児童生徒の心身の健全な発達に重大な影響を及ぼし、不登校や身体の安全を脅かすなど、

深刻な事態を引き起こす恐れがある。本市の現状（いじめの認知件数と不登校者数）を伺う。 

 

② 学校ではいじめを防止し子供達を守るために、どのような対応をされているのか。対策などについ

て伺う。 
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